
令和6年度

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
こどもの活動等のスペースが十分
に確保されていると思いますか。

11 1

・のぼり棒もあり、とても楽しそうな空間だ
と思います。
・段差が気になりますが、スペースは広い
と思います。

法令を遵守し、安心と支援の目が行き届くようなス
ペースになるように努めています。走り回るには狭さ
を感じますが、スペースをどう有効的に活用していく
かを試行錯誤しながら活動を考えています。

2
職員の配置数は適切であると思い
ますか。

12

一人ひとりに職員がきちんと関われる人数であること
を基準に定めています。今後も、専門職を中心に支
援方針や関わり方について、日々検討し適宜研修を
行います。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく
構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等
は、障害特性に応じて、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適
切になされていると思いますか。

10 2

個々のお子さまが理解し行動しやすい生活空間とな
るように活動内容や物の配置等を検討しています。
一か所段差がありますが、注意を払いながら段差を
上手に活用できるように考えていきます。また、段差
にも対応出来る力を身に付けられるように運動訓練
の一環として活動内容も考えていきます。スロープ、
手すり等が必要なお子さまがご利用の時には迅速に
対応します。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ご
せる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせ
た空間となっていると思いますか。

12

衛生面では、活動後に感染予防対策として塩素系漂
白剤で清掃を行っています。活動中は常に空気清浄
機や部屋の換気を行っています。放課後等デイサー
ビスの活動時に利用している物は別部屋に片付けた
り目隠しをしたりして、お子さまが集中して活動に取り
組めるように努めています。

事業所名 ： こども発達支援　ハートシード（児童発達支援）
実施時期 ： 令和6年10月～11月
対 象 者　： 実施時期にハートシードに通所する就学後児童の保護者　　12名（回答　12名）

環
境
・
体
制
整
備



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

5

こどものことを十分に理解し、こども
の特性等に応じた専門性のある支
援が受けられていると思いますか。
 

12

初めてご利用になる時には、ご家族に丁寧なアセス
メントを行い、職員間で共有を行った上で支援を始め
ています。お子さまの発達状況を多角的な視点から
捉えて特性に応じた支援が継続出来るよう、児童指
導員・保育士・公認心理師・言語聴覚士・看護師等の
専門職員で多職種連携がとれる体制にしています。
また、必要に応じて、医療機関や教育機関等の外部
の方とも連携を行い、より良い支援に繋げています。

6
事業所が公表している支援プログ
ラムは、事業所の提供する支援内
容と合っていると思いますか。

7 5
公表が義務付けられた支援プログラムは、話し合い
を重ねて作成し、本年度公表しました。

7

こどものことを十分理解し、こどもと
保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計
画（個別支援計画）が作成されてい
ると思いますか。

12

契約時に支援計画を作成し、半年毎に見直しをして
います。活動後のご家族との振り返りの中で、ご家族
のご要望などを伺っています。お子さまやご家族の気
持ちに寄り添いながら、良い支援を考え作成したいと
努めています。

8

児童発達支援計画には、児童発達
支援ガイドラインの「児童発達支援
の 提供 す べ き 支援 」 の 「 本 人 支
援」、「家族支援」、「移行支援 」で
示す支援内容からこどもの支援に
必要な項目が適切に選択され、そ
の上で、具体的な支援内容が設定
されていると思いますか。

11 1

個別支援計画の作成過程や活動の中で具体的な支
援を実施する上では、ガイドラインに示されている要
件を踏まえつつ、お子さまやご家族の様子や環境の
状況に必要な支援を選択し設定します。ご利用者様
にとって適切な支援計画が策定できるよう、日々、努
力していきます。

9
児童発達支援計画に沿った支援が
行われていると思いますか。

12
・毎月変わっており、楽しそうに過ごしてい
ます。

支援計画上の具体的支援内容を基本とし、活動を
行っていきます。活動後にご家族と、お子さまの様子
と支援の振り返りを行っています。

10
事業所の活動プログラムが固定化
されないよう工夫されていると思い
ますか。

12

お子さまの活動への意欲や関心が向くような環境設
定をするとともに、お友達との関わりを通して集団生
活に必要なルールを知ることへ繋がるような活動内
容になること等を目標にしています。また、実際のお
子さまの成長を見ながら月毎にプログラムの内容を
検討しています。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等
との交流や、その他地域で他のこ
どもと活動する機会がありますか。

3 2 7
現時点での外部活動の機会はありませんが、ハート
シード全体のイベント行事の中で交流等を検討して
いきます。
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チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

12

事業所を利用する際に、運営規
程、支援プログラム、利用者負担等
について丁寧な説明がありました
か。

12

ご契約時や制度改正時に説明をさせていただいてい
ます。ご不明な点は、いつでも遠慮なくおたずねくださ
い。

13
「児童発達支援計画」を示しなが
ら、支援内容の説明がなされました
か。

12

面談の時に、半年間のお子さまの様子をお伝えした
後に、次の児童発達支援計画表をお見せしながら支
援内容について説明を行っています。児童発達支援
ガイドラインとは、障がいのある子ども達に提供すべ
き支援の質を確保する為に、基本的な内容や運営を
定めた全国共通の枠組みです。私たちの事業所はこ
れを踏まえて、事情に応じた創意工夫をし、機能や質
の向上を図るものとされています。児童発達支援ガイ
ドラインは、入り口付近の棚に常備しております。
（Web上でも公開されています。）ご自由にご覧くださ
い。ご不明な点がございましたらいつでもお声掛けく
ださい。

14

事業所では、家族に対して家族支
援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会
や情報提供の機会等が行われてい
ますか。

12

・子が抱えているだろう想い、子への対処
方法、迷う事が多いのだが、説明が分か
りやすく、家庭での行動につなげていきや
すい。
・毎週教えてくれるのが楽しみです。

日々の活動場面や活動後の振り返りの時間・面談を
通して、お子さまとの関わり・声掛けを一緒に考えて
おり、ペアレント・トレーニングの一環としています。ご
家族の希望に応じて、コース（８～９回）での受講も可
能です。プログラムに参加をご希望される方はお申し
出ください。

15

日頃からこどもの状況を保護者と
伝え合い、こどもの健康や発達の
状況について共通理解ができてい
ると思いますか。

12

活動時、ご家族に最近のお子さまの様子や質問・活
動を見て気付いたこと等を個々の用紙に記載してい
ただき、活動後の振り返りの時間の中でご家族との
共有ができるように努力しています。職員間の情報
共有については、今まで以上に意識を高く持ち、より
良い支援に繋げていきます。

16
定期的に、面談や子育てに関する
助言等の支援が行われています
か。

12

半年に一回の支援計画の見直しの時に、ご家族と支
援についてお話しています。また、活動の中でお話を
伺う時間を設けています。必要に応じて、その都度お
時間をとりお話を伺えるように迅速に対応していきま
す。今後もハートシードでの様子やご家庭での様子を
踏まえて、ご家族の考えや希望をお聞きしながら、お
子さまのことを一緒に考えていきます。
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チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

17
事業所の職員から共感的に支援を
されていると思いますか。

12

子育ての悩みや困りごと、ご家庭の状況、ニーズは
皆さまそれぞれです。ご家族の気持ちに寄り添った
支援を行い、信頼関係を築いていけるようにこれから
も努めていきます。

18

父母の会の活動の支援や、保護者
会等の開催等により、保護者同士
の交流の機会が設けられるなど、
家族への支援がされているか。ま
た、きょうだい向けのイベントの開
催等により、きょうだい同士の交流
の機会が設けられるなど、きょうだ
いへの支援がされていますか。

5 2 5

・きょうだい向けの交流はないですが、保
護者は少し交流ができる機会がありま
す。

現在、保護者会の設置は行っておりませんが、お席
が近いこともあり保護者様同士のやりとりが自然と見
られることも多く感じます。今年度は、保護者様向け
の講座（睡眠について・デジタル機器との付き合い
方・公認心理師による「子どもの発達を促す過ごし
方」）を開催し、保護者様同士の交流がもてる場を設
けました。きょうだい交流の機会は設けていません
が、面談や送迎時に必要に応じてごきょうだいの状
況把握やニーズの有無を確認するように努めていま
す。きょうだい同士の交流については、今後、ご要
望・必要に応じて機会を設けていきます。

19

こどもや家族からの相談や申入れ
について、対応の体制が整備され
ているとともに、こどもや保護者に
対してそのような場があることにつ
いて周知・説明され、相談や申入れ
をした際に迅速かつ適切に対応さ
れていますか。

12

いただくご意見、ご要望はすべて大切に受け止め、
対応の体制を考えています。

苦情解決第三者委員を設置し、お手紙も配布してい
ます。年に一度、苦情解決会議を設けています。
お子さまやご家族から苦情を受けた時には、契約時
にもお渡ししました「重要事項説明書」に記載された
方法で、迅速に対応させていただきます。【①事業所
内苦情解決管理責任者 ②苦情解決連絡協議会(第
３者委員)③行政機関苦情受付機関】

ご不明な方は、遠慮なくお申し出ください。

20
こどもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮がなされて
いると思いますか。

12
確実に内容が伝わるように、必要に応じてお手紙配
布や口頭、お電話等ご家庭の状況に応じた方法で、
連絡をしています。

21

定期的にお手紙・ホームページ・
SNS等で、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこどもや保護者
に対して発信されていますか。

6 4 2

皆様への必要な連絡事項や情報提供はその都度、
掲示物や配布物、口頭などにて連絡いたしておりま
す。年に一度、ガイドラインに基づいたアンケート（保
護者評価・事業者自己評価）を実施して、ホームペー
ジ上や面談などで、結果のご報告をしています。必要
に応じて一斉LINEやホームページのお知らせ欄など
を有効に活用していきます。
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チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

22
個人情報の取扱いに十分に留意さ
れていると思いますか。

12

日ごろの事業所運営上、個人情報の取り扱いには気
をつけております。関係機関との連携などは、利用者
様の利益となる場合に、保護者様の同意を得た範囲
で行います。不都合やご心配などは遠慮なくお申し
出ください。

23

事業所では、事故防止マニュアル、
緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が
策定され、保護者に周知・説明され
ていますか。また、発生を想定した
訓練が実施されていますか。

11 1

緊急時対応マニュアルを作成し、緊急時に一斉メー
ル配信ができるようにしています。また、感染予防対
策として、感染症対応マニュアルに沿って、事務所の
ドアをこまめに換気をし、活動終了時の清掃を行って
います。マスクの着用は自由としています。新たな対
策事項を決定しましたら周知・説明いたします。各マ
ニュアルはファイルして、入り口付近の棚に常備して
います。ご自由にご覧ください。また、今年度初めに
マニュアルの見直しを行い、配布もしています。ご不
明な点はいつでもお声かけください。

24
事業所では、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必
要な訓練が行われていますか。

12

大地震など避難を要する災害の場合、ハートシード
は鎌取コミュニティーセンターが避難所になります。
避難訓練については、避難ルートや避難場所、避難
時にどうするかの話し合いをしながら９月に実施しま
した。また、災害緊急時の一斉メール配信の確認もし
ました。今回の避難訓練での反省点を次回の避難訓
練に活かしていきます。

25

事業所より、こどもの安全を確保す
るための計画について周知される
等、安全の確保が十分に行われた
上で支援が行われていると思いま
すか。

12

今年度初めに、安全計画に関する書類をお渡ししま
した。

26

事故等（怪我等を含む。）が発生し
た際に、事業所から速やかな連絡
や事故が発生した際の状況等につ
いて説明がされていると思います
か。

9 1 2

保護者同席ではない回に怪我等をした場合には、お
迎え時に発生した際の状況とその後の対応をお伝え
するようにしています。
また、小さな出来事でもヒヤリハットとして事業所内で
共有し、対策を取るように心掛けています。

非
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チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

27
こどもは安心感をもって通所してい
ますか。

12

・最近ではイタズラも考えるようになってき
て慣れてきたと感じています。

お子さまの色々な姿（場を離れる・落ち着かない等）
に向き合いながら、安心して通所出来る方法、安心し
て活動に取り組める方法をお子さまと一緒に考えて
いきます。

28
こどもは通所を楽しみにしています
か。

12

ハートシードでの活動の中で、『やってみたら面白
かった。できた。』という気持ちをお子さまがたくさん
感じられるように心掛けています。今後も、ここで得た
満足感や肯定感が次のステップに繋がるように活動
内容を考えていきます。

29
事業所の支援に満足しています
か。

12

いつもハートシードの支援にご理解、ご協力頂きあり
がとうございます。

継続して参加していただくことにより、就学前に必要
な認知・コミュニケーション能力等を身に付けていけ
るような年間プログラムを立てています。

お子さまとご家族の願いに沿った支援ができますよ
う、今後もコミュニケーションを大切に、丁寧に取り組
んでまいります。ご要望や気になる点がございました
ら、遠慮なくお聞かせください。

満
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